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まちづくり・生涯学習情報誌

自分らしく、

粋なくらし

「らしっく『情報の森』」に載せてほしい！という、イベントなどの記事を募集しています。
次号は、「令和5年3月下旬発行予定」です。令和5年4月以降の情報をお待ちしています。
下記、発行者までお送りください。[令和5年1月末日必着]

〒730-0036  広島市中区袋町6-36
TEL：082（545）3911（代表）
TEL：082（545）3913（施設予約受付専用）
FAX：082（545）3838

●開館時間
午前9時30分～午後10時
●休館日
毎月第3月曜日、12月29日～ 1月3日
●交通アクセス
市内電車：「袋町」電停から徒歩約3分
バス：「袋町」バス停（広島電鉄・広島バス）
から徒歩約3分
アストラムライン：「本通駅」から徒歩約6分

※駐車場はありませんので、公共交通機関をご利用
　ください。ただし、車いす使用者等にご利用いただく
　駐車場は3台分用意しています。

※自転車・バイクの方は、地下の公共駐輪場（有料）を
　ご利用ください。

●ホームページ
http://www.cf.city.hiroshima.jp/m-plaza/

●ひろしま情報a-ネット
http://www.a-net.shimin.city.hiroshima.jp/

●E-mail
m-plaza@cf.city.hiroshima.jp

プラザHP

合人社ウェンディひと・まちプラザ（広島市まちづくり市民交流プラザ）

令和4年11月30日発行　発行者／公益財団法人広島市文化財団　まちづくり市民交流プラザ　〒730-0036　広島市中区袋町6-36

生涯学習成果発表事業
「『ガンバルーン』チーム対抗ゲーム」を開催しました。
「ガンバルーン」は高齢者、障害者、低体力者に向けて運動を楽しく
継続する為にNPO法人コーチズが開発した運動用具です。個人で運
動が継続できること、グループで楽しむことを目的に幅広くグループ
活動等で使われています。
今回の講座では、地域で「ガンバルーン」を使い体操や運動を行っ

ているグループの方を対象に「ガンバルーン」チーム対抗ゲームを実施
しました。「ガンバルーン」をザルに載せるザル載せゲーム、テーブル
上に載せるテーブル載せゲーム、カゴを組み合わせて作ったビンゴに
入れるビンゴゲーム、チーム逆転を狙うラッキーゲームの計4種類の
ゲームを実施しました。
参加者の中には、開始1時間前に集まり「ガンバルーン」を使い

キャッチボールを行う姿もあるなど、参加への意気込みが伝わってき
ました。ゲームが始まると参加者はグループ毎で話し合い、ときには
戦略を練りながらゲームを楽しみました。ゲームに必死になるあまり、
「ガンバルーン」を投げはじめるラインから足が飛び出すこともあり、
得点係が「フライング。もう一度投げてください！」という場面もありま
した。
ゲーム得点の集計時間に、椅

子に座って行う「座ソーラン」を
参加者全員で踊りました。
ガンバルーンというゲームを通

じて人の輪が広がり、地域を越え
て集まっていただいた方々のご縁

により楽しい時間を過ごすことができました。

社会的課題解決事業・市民活動団体運営支援講座
「PR動画作成の最初の一歩」を開催しました。
プラザの設置目的の一つに「市民活動団体の支援」があります。活

動場所の提供、広報協力、学習支援（スキル向上）、発表の場の提供
（市民交流フェスタ）などさまざまな形で支援を行っております。しか
し、コロナ禍以降は一部で思うような支援が行えなくなりました。中で
も「市民交流フェスタ（発表の場）」の中止は大きな影響がありました。
この課題を解決するため、人が集わなくても活動を発表できる（伝

える）方法として動画の活用に着目し、当講座を開催する運びとなりま
した。
ただし、よくある「撮影した動画の編集を学ぶ講座」ではありませ

ん。講師との協議を重ねていく中で「経験のない素人がPR動画を作
成するためには、撮影前にしっかりとした台本作りが必要だ！」となり、
今回は「PR動画作成の最初の一歩～作成のポイントは編集前にある」
と題して講座を開催し、次の要領で学習しました。
①自分達の活動を振り返り目的をメン

バーと共有するため、参加条件を所属団
体から2名以上とする。②誰に・何を伝え、
その結果どうしてほしいか整理する。③
数ある動画の撮影パターンから自分達の
作りたい動画に適したパターンを探す。
④動画のストーリーを考える。⑤各シーン
を絵コンテに起こす（人物・背景・シーン
に必要な機材、どの距離から撮影するか
等）。⑥実際に撮影する。⑦講師による簡
易編集。
受講された皆さまからは、「自分達の

活動を振り返る良い機会になりました。」
「動画を誰に見せてどうしてほしいのか、その為に何を伝えるのか、事
前にしっかり考えることの大切さを学びました。」などの声をいただき、
講師・職員ともに開催して良かったと実感できる講座となりました。

合人社ウェンディ
ひと・まちプラザ

募集して
います！
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かざはな／晴天時に雪が風に舞
うようにちらちらと降ること。ある
いは山などに降り積もった雪が風
によって飛ばされ、小雪がちらつ
く現象のこと。雪が風に乗り、花
のように舞う様子から、風花と呼
ばれるようになった。
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「平和」とは何か、今考える
多様性を認め、
誰もが暮らしやすい
社会を
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▲テーブル載せゲームの様子

▲ナレーション吹込みの様子

▲ストーリー作成の様子



セクシュアルマイノリティ（LGBT）の
理解を広げ誰もが尊重され
暮らしやすい社会を

一般社団法人広島県セクシュアルマイノリティ協会

多様性を認め、人を孤独にさせない社会づくりが、私たちの身近な平和の第一歩です。
誰もが尊重され、暮らしやすい社会を目指し、社会的弱者を支援・理解してほしいと活動している団体を紹介します。

「平和」とは何か、今考える

多様性を認め、誰もが暮らしやすい社会を

他人事と思わないで
身近にあるセクシュアルマイノリティのこと

セクシュアルマイノリ
ティ（LGBT）とは性的
少数者の総称で、日本
における割合は8.9%
（11人に1人）とも言われ
ています。身近にあるセ
クシュアルマイノリティの
存在の周知を促進し、
当事者同士のつながり
やサポート、また理解者
を増やすための活動を
行っているのが「一般社
団法人広島県セクシュア
ルマイノリティ協会」です。

共同代表理事を務めるのは松村路加さんと野元惠水さん。
松村さんが活動を始めるきっかけとなったのは平成26年。セク

シュアルマイノリティの友人のパートナーが薬の過剰服用で亡く
なったことでした。さらにその翌年には、国によって全く異なる法的
制度を目の当たりにし、セクシュアルマイノリティの人たちが置かれ
ている状況の理不尽さに強く問題意識を感じた、野元さんと出会
い、法人化して活動を始めました。
「発足当時に比べるとセクシュアルマイノリティやLGBTという言
葉も身近にはなってきていますが、社会的な認知度はまだまだな
んです」と話す松村さん。セクシュアルマイノリティの理解を広める
べく、さまざまな活動を行っています。

まずは知ることから始めてほしい
多様性を認められる社会のために
同会ではセクシュアルマイノリティ同士の親睦や交流をはじめ、

フラワーフェスティバルや啓発イベント・ヒューマンフェスタへのブー
ス出展、同イベント企画「広島城レインボーライトアップ」点灯式の

CLOSE
UP

※掲載している各団体への問い合わせは発行者である（公財）広島市文化財団まちづくり市民交流プラザまでお願いします。1082-545-3911
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▶一般社団法人広島県セクシュアルマイノリティ協会

利用者と
ワークショップで作った
クリスマスアレンジ

▶特定非営利活動法人家族介護者サポートネットワーク・はぴねす

「作業所」の様子

▶NPO法人風の家

07 人材バンク  名人 宝人 達人
▶英会話講師／フィリピン文化講習／ポップスシンガー
　山出 ベベさん
▶広島の鉄の文化・神川平助と国兼池
　足利 宏二さん

05 らしっくレポート ひろ記者が行く
▶平和への想いを次世代へつなぐ安芸府中高校生
　～英語版 紙芝居「原爆の子さだ子の願い」～

らしっくコラム
▶平和を語る「ことば」の力
　安田女子大学
　川岸 克己 教授

06 ようこそ！公民館へ
▶安芸区内公民館

11 情報の森

15 プラザ通信

実現、コミュニティの創設
と運営など、多方面にお
いて活動をしています。な
かでもLGBTフレンドリー
（LGBTに対して協力的な
姿勢を示す個人や組織）
の企業より要望を受け「レ
インボーサポート運動」を
開始。社員等を対象に、
セクシュアルマイノリティに
関する研修や社内で当事
者が働きやすい環境を整
える取り組みを行っており、
日常生活のちょっとした配
慮を実践することにより誰
もが暮らしやすい地域社
会を目指しています。「職
場や学校など、社会との
接点となる場所では当事
者がなかなかカミングアウト
しづらく1人で悩みを抱え
やすい状況にあります」と
現状をみつめる松村さん。
「きっとわかってもらえない」と諦め、孤独に生きている方も少なくな
いそうで「一人ひとりの価値感が違うように、セクシュアルマイノリ
ティも当たり前の存在として認められなければいけません。その為
には周りの理解が重要なんです」。
誰もが人権を尊重され、暮らしやすい社会の実現のために「他
人を思いやる心」は、いますぐにでも意識することができます。そ
れは見えないからこそ大切にしたい尊いもので、多様性を認めら
れる社会の実現のために重要なことだと感じました。

令和4年12月10日（土）交流イベントの予定
広島市内にて自死遺族に寄り添う団体、LGBTフレンドリーの
医師との交流。
性別違和を抱えるトランスジェンダーの若者が必要な医療を受

けやすいように、啓発イベントを実施。
※詳細は当団体HPよりお問い合わせください。

「フラワーフェスティバル」
にブース出展した様子

▲ 「OUT IN JAPAN HIROSHIMA」の様子（平成29年12月）

▲ 「フラワーフェスティバル」で来場者から
　寄せられた数々のメッセージ

▲ 講演会の様子

みえもとのかろむらまつ

https://kamocafe.main.jp/

09 H㎡助成支援団体のご紹介
▶NPO法人BUKATSU
▶宿題やっつけ隊
▶えほんとあそびのちいさな部屋

「OUT IN JAPAN HIROSHIMA」の様子（平成29年12月）

0201



社会の中で安心して生活でき
再犯をすることなく暮らせる環境を目指して
「NPO法人風の家」は元受刑者が、犯罪から回復し社会復帰
するための支援団体として平成22年に設立しました。矯正施設を
出た人を、自立に必要な指導や援助等を行う、更生保護施設の
職員だった初代理事長が、更生保護施設を退所しても社会に順
応できない人がいる現実を目の当たりにし、さらなる支援が必要と
考え仲間と立ち上げました。
「刑務所、少年院といった矯正施設などを出て行き場のない人
たちが、社会の中で安心して、再犯をすることなく暮らしていける
ように支援しています。特に、高齢者、障害者などは、仕事につく
ことや日常生活を一人で送ることに困難を抱えやすく、支援には
専門的な知識も必要とされますが、困窮している彼らの心を開か
せることがより重要と思っています。地域の中で暮らし始めた後に
も、さまざまな形で支援が必要になりますが、私たちはそのサポー
トの一つとして作業所を開設しています。」と現在三代目の理事長
を務める大原嘉樹さん。

作業所には風の家の居
室を利用している人を含
め、現在約40人が登録
していますが、通所する
人は1日平均8人で、日に
よって5人から12人と変わ
ります。内職作業を平日
10時～15時まで行ってい
ます。作業はカードキー
ケース折りや帳票の整え、
リーフレットへのサンプル
貼付などです。その他夏
には盆灯篭を、年末には
しめ縄飾りを作っていま

す。作業をしている人には、食堂での食事支援も行っています。

住居や食事のサポートはもちろん
傷ついた心のサポートも
作業所以外にも、行き場のない人のために基本的な生活の場

を提供し、温かい食事の提供、仕事探し、住居探しなど、社会生
活を始めるまでの移行を支え、更に社会生活が安定して維持でき

るような支援もしています。
「来所する人は、さまざまな背景を抱え
ており、私たちにとっては当たり前の言葉
であっても、彼らにとっては傷つくこともあり
ます。私たちスタッフは、彼らに対しては慎
重に言葉を選び、声掛けしています」。
本来であれば、矯正施設で学び、社会

に戻るのが普通の姿であり、厳しい見方を
すれば、風の家の様な施設が無くても問題なく生活ができる社会
の方が望ましいのかもしれません。しかし、実際には社会に出ると、
さまざまなトラブルが起き、彼らが傷つき、再び矯正施設に入るこ
とになる可能性があります。そういった観点からも、このような彼ら
をサポートする施設が必要とされています。「行き場所を失い支援
が必要な人に対しては、理解がある受け皿でないと難しい。これ
からも『風の家』が彼らの受け皿となり、支援を継続して、少しでも
多くの人を救うことができれば」と大原さん。
罪を犯してしまった人も償って普通の生活をする権利がありま

す。その支援を行政だけでなく、このような団体も担っています。
国の支援はあるものの、今後も担い手の育成や活動資金など多く
のサポートが必要とされます。
元受刑者や生活困窮者が、社会の中で安心して暮らせること

は、私たちが安心して暮
らせることにつながってい
ます。少しでも人を孤独
にさせない環境づくりが、
社会平和の第一歩だと
感じました。

特定非営利活動法人家族介護者サポートネットワーク・はぴねす

突然はじまる介護生活  いざという時のために
「介護生活は突然やってきます。何も分からないまま躊躇する時
間さえなく始まり、生活が一変します」と話すのは、平成28年5月
に設立した「特定非営利活動法人家族介護者サポートネットワー
ク・はぴねす」の代表を務める北川朝子さん。自らも家族介護を経
験し、介護者の苦悩と苦労を実感。「きっと私と同じような思いをし
ている人が世の中にはたくさんいる、この思いを共有し少しでも役
立てることができたら」と同団体の発足を決意しました。現在、全
国介護者支援団体連合会の正会員としても全国にネットワークを
持ち活動しています。
ボランティアスタッフと共に「ケアラーズカフェ＆キッチンはぴね
す」を拠点に、在宅介護などによるケアラー（無償介護者）の相
談窓口となり、介護情報の提供や社会から孤立しがちなケアラー
に専門家や介護経験者らと一緒に悩みの解決策を考えたり、介
護の合間のリフレッシュできる空間を提供。また、ケアするあなた
が孤立しないようにとのメッセージが込められたハンドブック「ケア
ラー手帳」「在宅介護者手帳」を無料配布しています。この手帳
は、要介護者の情報をひとまとめにでき、いざというときの連絡先
を記載できる便利なツールです。

介護を日常にするためにさまざまな選択肢が
あることを知ることが重要
毎年1回、「オールデイ認知症カフェ」と称して公民館で啓発イ

ベントも開催。令和4年7月には総勢50人にのぼるボランティアと協
力スタッフが集結し、来場者に「認知症の正しい理解」を呼びか
けました。「発足して6年。まいた種が芽生えてくれていると感じ嬉
しく思います」と発足当初を振り返る北川さん。今では北川さんの
思いに賛同し活動してくれる仲間が増え、ケアラーにも大学教授

や医療関係の専
門知識を伝えるこ
とが可能となりまし
た。介護といっても
ケースはさまざま。
高齢者や障害者、
子育てしながらの
ダブルケアラー、
最近社会問題にも
なっているヤングケ

アラーなど、それぞれの悩みに
的確な支援やアドバイスで寄り
添います。いざという時に選択
できる知識があれば、あきらめ
ることなく自分たちにあった環
境づくりができる、これは介護
生活を大きく左右するといって
も過言ではないと感じます。現
在、日本の高齢化率は、令和
17年に30％を超えると予測され
ています。要介護（要支援）者
の認定数は毎年増加し、少子化の問題も加わり介護は決してひと
ごとではありません。身近ではあるけれど、当事者にならないと実
感しない介護問題。その時に落ち着いて冷静に考えられる知識
を身に着けることは、いざという時に重要になります。
「育児が日常であるように、介護もスタンダードになってほしい。
介護のハードルをもっと下げて世の中に溶け込むことができたら」
と北川さんは願ってやみません。

ケアする人もされる人も みんなが幸せになるために
少しずつ芽生えてきたケアラー支援

特
集
2 特

集
3

NPO法人風の家

矯正施設を出ても、行き場を失い支援を求める人の受け皿となる

▲ 代表の北川朝子さん

▲ 理事長の大原嘉樹さん

▲ 「ケアラーズカフェ＆キッチンはぴねす」▲ 「ケアラー手帳」「在宅介護者手帳」

▲ 「風の家」の宿泊部屋

▲ 食事支援の様子

きた がわとも こ

おおはらよし き

http://carers-happiness.net/ http://kazenoie.jp/wp/
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